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昔ぱな し と保育

○ 前 田 キ ミ ヨ

（豊橋創造大 学）

　稲 垣 水 か げ

（愛知 学 泉短 大）

　　　　　　一昔ぱ な し か らの メ ッ セージ V 一

小 沢 志 江子 　　　　大井 富貴子　　　　杉浦きく子

（トーマ ス ぼ 「 や保 育園）

　　　早川 幸 子

（岡崎 市奈良 井保 育園 ）

　　　　　　 （明 照保育園 ）

成 田君 子 　　 高橋
一

代

　　　（保育研究会）

　 古 田彰子

（岡崎女子 短 大）

1 動機と目的

　私たちは、これ まで （前田 2000〜） 日本の 昔ぱな し

に含 まれ るメ ッ セ ージにつ い て、多様な角度か ら明 ら

かに してきた。

　本年は、「グ リム 童話」の 中か ら女性が 主人公であ

りス トーリーに 魔りを含む もの に視点を当て、そ こ に

含まれるメ ッセージ につ い て明 らかにする。 また魔法

につ い て 子 どもが どの よ うに捉えてい るかにつ い ても

分析 ・考察す る。

E　研究の 方法

　1 、分析の対象となっ た 昔ぱ な し

　　話型 a、知恵比べ 型 ：あめふ らし
・
フ ィ ッ チ ャの

　　　　　　　　　　　　 鳥 ・
手 をな くした娘 ・恋人

　　　　　　　　　　　　 ロ ーラン ト・ヨ リンデル と

　　　　　　　　　　　　 ヨ リン クシレ

　　　　　b、運命型 ：白雪姫
・

マ レ ー
ン姫 ・千枚皮

　　　　　　　　　　　ラプ ンツ ェ ル ・い ばら姫 ・星

　　　　　　　　　　　嬾

　2、分析の 手順

　 （1 ）　 主人公 が出会 う課題に視点を当て、それ を

　　　　　乗 り越えるために魔力が どの よ うなメ ッセ

　　　　　
ージとなっ たかを分析考察する。

　（2）　 子 どもが魔法をどの よ うに理解し、捉えて

　　
’
　 い る斛 こつ い て 明 らか にす る。

皿 結果 と考察

　 （1 ）謝 まな しの メ ッ セ
ージの分析 ・考察

表 1．

07 年た ち塔 か ら出て ・イ ラク サ に 呼び．
長い 間 さす ら う か ける

○誇 り高 い プ ラ O 城の 灰か ぶ り （下働 Q 首飾 り
イ ドがあ る き）をする

・王 子 が 豪華な首
・身 代 わ りの 名 ○ 醜い 花嫁の 穿代わ り 飾 りをつ ける
誉が ど ん な に になるよ う言われ る
な りま しょ う

O 知恵が あ る O 命 を奪われ そ うにな
・王子 の 記 憶 を る

呼び 起 こす た ・
大声をあげ る

め に 歌に 託す

O 辛抱 強い

・7 年塔 に 入れ

られ る

メ ツ セ ージ

○人々 にど ん なに相 手に され な くと も最後 ま であ きらめ ない

Q 名誉や褒美 に 惑わ され ない

○耐 える こ とで 幸せ に なる

表 2

運 命型　　　　 「マ レ
ー

ン姫」

　主人公＝マ レーン 敵対者＝醜い顔の 花嫁 援助者＝おつ

　きの娘

主人公の 人格

○愛を貫く強い 意

志がある

・他の 人を夫にする

気はありません

主人公が出会 う課題

O 父王 に よ り太陽の 光

　も月の 光も差 し込ま

　な  鰤 丶墸に 7年入れ

　られ る

魔　 力

O 恋人の 記億を呼

び起こす歌

知恵比 ぺ 型 「あめふ ら し」

主 人 公 ＝若 者 （あ め ふ ら し） 敵対 者＝王 女 　援助 者

諞カ ラ ス ・魚 ・キ ツネ （商人）

主入 公 の 人 格 主人 公 が 出会 う課題 魔 　 　力

o 知 恵が あ る ○王 女か らの 難問 ○ カ ラ ス が 卵 の 中

・考 え る時 間 を ・王 女の 千 里 眼 と勝負 に 隠 す

1 目 だ け 下 さ して 3 回 ま で には 、 O 魚 が腹 の 中 に 隠

い 王 女の 眼か らす っ か す

・見つ けて も 2 り姿を消す Q キ ツ ネが 商人 に

度 だ けお許 し ○ 王女 を騙 す 化 け若 者 を 厂あ

下 さい ・王 女は 腹 立ち紛れ に め ふ ら し亅 に 変
・王 女 と結婚 し あ め ふ ら し を 掴 ん 身 させ る

て もどこ に 隠 で 、床 に投 げつ ける ○ あめふ ら しが 泉

れ たか、誰 に O 過 去の こ とを話 さな の 水の 中に潜 り

助け られ たか い 元の 姿に戻 る

は、決 して王
・
国王 に な っ て も，3

女 に 打 ち明 け 度 目の 時、ど こに 隠

なか っ た れた か、誰 に助 け ら

○ 人情が ある れた かを、決 して 打
・カ ラ ス を撃っ ち明 けなか っ た

の をやめ る

・魚を見逃す
・キ ツ ネ の トゲ
を 抜 く

メ ッ セ
ー

ジ

O 困 っ て い る もの を 助け る と相手 に好感 を持 た れ る

○難 問に 出 会 っ た 時 、魔力 が 援助者 に な っ て くれ る

O 相 手の 気持ち を汲み取 る洞察力 と 賢い 知 恵が い る

（2 ）幼 児 が どの よ うに捉 え て い るか に つ い て 聞 き

　　　　取 り調 査 を す る。
　 対 象 ：T 保育園児　5 歳児 10 名　4 歳児 20 名

　　　　　0 保育園児　5 歳児 15名　4 歳児 10名
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場 面 ：A は、魔法 が 出 て く るお 話 を 聞 い た 後 の 幼

　　　 児 との 会話．
　　　 B は、幼児の 遊び の 中で 、 使 わ れ た 「魔法」

　　　 と い う言葉か ら展 開 した も の を収集す る。

表 3　 A の 結果

聞き取 り方法 ：A の 場合は 、「魔法 っ て なん だ

　　　　　　　　ろ うね ？」 と質 問 す る。
　　　　　　　　B の 場合 は、保 育者 との 言葉 の

　　　　　　　　や りと りの 中か ら収集す る 。

闇い た 話 と場面 「魔 法 っ て なん だ ろ うね」 と問い か ける 考　 　察

・白雪姫 ・殺されて も生き返るか ら 『智驩 なこ と力咄 来る』
・
魔法は．命に関わるこ とには、不周議な箏を

・魔法の 赤 い 本 ・見ては四 ナない 本を見て父を助けるために牛や馬になった りするこ して助けることができる と捉えてい る。
5 とから 『不思鸛なことが出来る』 ・自分の欲望を揶えて我慢で きるの は 魔法の カ

・
魔法の ラン プ ・

見ては い けない とい うのを我慢したか ら 融 ま強くなれる£ が 自分を強 くして くれたか らだと捉えてい

歳
・あ めふ ら し ・窓か ら何で も見え るこ とか ら 『艷 鏡みたい 聾

・
水中で姿が見えない こ とか ら 『不思議な目贈 みたし』

る、
・
自分の経験欄 と結謝 け捉えてい る。

・
隠れて も見 っ け出すことから 『不思議なことが出来る』

・
常識 では 考え られない と思 うことができ る不

児
・千枚皮の 話 か ら ・小 さな卵に人 を隠す。胡桃の 中に服 を入れ るか ら 『弔職 霊よことが 思議な もの と捉 えてい る。・
聞 い た直後 に 問い か け る

出来る』 ・
出来ない こ とを出来るようにする力を持 っ て

・
大きい もの を小 さくする 『不思議なカがある』 い ると捉えてい 翫

・父 の マ フ ラー ・
新闇か ら牛乳がでて きた り、死んだ人が生 き返 っ た りす ること． ・死 んだ り．生き返 っ たりするこ とが 『自由に

4 ・夢 見小 僧の 話 か ら ・短い針で死んで 、長レ針 で生き返るこ と。 出来るカ』を持 っ てい るもの と理解 して い る

歳
・白雪姫
・聞い た 直後 に 問い かけ る

・紐、楓 毒 リン ゴで死んでもまた生き返るこ とが出来る。
・魔法は ボケ ソ トのな斛 こビ ス ケ ッ トが入っ たり出たりするこ と。

ようである．
・人 間が、動物や鳥などに 『変身して何力が 出

児 ． 呷魔臠注変身して空 も飛べ る。 来る』ことを魔法だと捉 え処 、る。

表 4　 B の 結果

遊び の 揚 面 子 ど もか らの 書 葉 と保 育者の 会話 考 　 　察

5
　
　
歳．
　

児

・ジ ュ
ース 屋 ご っ こ を して 色水

を 売 り歩 く遊び の場 面。

・
ス ク ラッ チ 絵に ．どん ど ん 色

を重 ね 、最後 に黒 を塗 っ た 時。
・色 を重ね た とこ ろに 、粘土へ

ら で絵 を描 い た時．
・女 の 子 に 鏡 を被せ 、人 さ らい

ご っ こ を して い る場面 。

・保育者が 「リン ゴジュース 下 さ同 とい うと、「はい どうぞ、
よ く振っ て飲んで 下さい 亅とい う。飲む真似をすると 啝 ま

魔法使い「（暁 そのジ ュ
ー

スは 毒リンゴ ・だ捌 「死んで、
死んで亅とい う。
・
蜘 ）は 白で〜 きれいな 色を

一
權 っ たら黒くなっ 亀 これ

は魔法やなあ 」

・「黒やの に違う色がでてきた。魔法みたい だね」
・籠を頭に被せて は、お友だちが謙が っ てい るよ」

　「廣黼 囃 よ 魔注だか ら自分ではいちゃ うの ，

・ジュ
ース か ら リンゴジ ュ

ースにな り，更に毒

　リン ゴへと展開 する。白雪姫をイメージ して

い ると思 う。

・変化 しn 、くことを魔法だ と捉 えてい るよ う

芯
・自分の予想，してい ない不、飜 なこ とが起きる

と魔法とい う言葉で納得するよ うである。
・
お話の 内容をその まま遊びの 中に取り入れて

い る。

4
　
歳

　
児

・
広告紙 をまる め杖 に す る。「チ

チ ン ブイ 〜に な
一

れ 亅 と杖で

輪 を描 い てい る場 面 。
・
広告 紙で作 っ た 畏

・
短めス テ

ィ ッ ク を針．に 見立て た遊びの

場面。

・
杖を 囃 使い さんどうぞ」と滋 魔蜘 肥 なっ た子怯

　 「チチンブイ」 と呪文を言う。「呪文を言う時、こうすると

　 倣で輪を描く）融 こなるよ」 と言 う。

・死んだ振りや 生き返 っ た衷現 を しながら 「魔齣 針で刺 した

んだ よ亅 とい う。

・『呪文と魔法の 杖を回すこと』が魔怯だと思っ

てい る ようである。

・話しの 中の 『不思議な揚面の動作をする』こ

とを真似て魔怯だ と思 っ O ・
るようであ る。

IV　まとめと今後 の 課題

　 分 析 を した結 果、運命 型 は 困難 に 出会 っ て も 自然 に 逆

らわ ない とい う強い 意志、勇気、辛抱強 さなど を持っ て

行 動 す る と、不 思 議な力 を得 る こ とが でき る。知恵比 べ

型 は、悪や困難 に 出会っ た ときに知恵を使い 、勇気 と人

情 を 待 っ て 立 ち向か うと不 思議な力を得 る こ とが で き

る。話型 に は 関係 な く、浅は か な 悪知 恵 は 自分の 身 を滅

ぼ した り、た くま し く生 き抜くた めに は 、悪に 対 し て 残

酷な こ とをする場合もあ るなどの メ ッセ
ージ を得た。

　魔法に っ い て、子 ど も

』
が どの よ うに捉えて い る か に っ

い て 調 べ た結 果、子 ど もた ちは 魔法 にっ い て全 くちが っ

た もの に 変身す る、変化す る、予想 して い なか っ た不 思

議な こ と が 起きる こ と な ど と捉 えて い る。4 歳 児は 呪文 、

紐 、杖 など、言 葉や物 な ど具 体的な もの を通 し て 魔

法 とい うこ とを理 解 して い る。5 歳 児 は、欲 望 を抑

え て 我慢で き る、自分の 知識や体験 で 得 た 常識で は

で きない こ となどを魔法 だ と理解す る など、4 歳児

よ り 心 の 内面や 自分 の 生 活 経験 と あ わせ なが ら捉 え

て い る。遊び の 中に お い て は、4 歳児 は単 に、呪 文

だ とか 不 思議な場面 の み を表現す る こ とが 多い が 、5

歳児は、お話 に出 て く る事や場 面 を遊び の 中に 取 り

込 ん で 表現 す る こ と、遊び を発 展 す る こ とな どが わ

か っ た。

　今 後も、昔 ぱな しか ら の メ ッ セ
ージや 子 ど もに ど

の よ うに活 か され て い る か に つ い て 模索 し た い。
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